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適用製品 

金属製品で破損事故が発生した際には、破壊

起点や破壊様式を特定するために破断面解析が

行われます。特に破壊起点付近には、破壊に至る

重要な証拠が残されていることが多く、破壊起点の

正確な把握が求められます。 

破壊起点は、破壊の過程において破断面上に

残された痕跡から判定されますが、正しく破壊起点

を判定するためには、豊富な解析経験が必要とな

ることが多く、若手技術者が判断に迷う場合があり

ます。 

大阪産業技術研究所では、人工知能を活用し

た破断面解析技術の開発に取り組んできました。こ

こでご紹介いたします特許は、機械学習モデルに

よる破壊起点推定技術です。本技術は鉄鋼材料を

はじめ多様な金属に応用でき、若手技術者の経験

を補う破壊起点推定ツールとしての応用が期待さ

れます。 

 

発明の概要 

図 1 および図 2 に本特許の主要な技術構成を

示します。 

破壊起点推定モデルの学習を行う機械学習部

を図 1に示します。破断面画像と起点座標を対とす

るデータセットを用いて機械学習を行うことで、学習

済みの破壊起点推定モデルを得ることができます。

学習に用いるデータ量が多いほど優れた学習済み

モデルを得ることができます。続いて、学習済みモ

デルに基づき、破壊起点が未知の破断面画像の

破壊起点を推定するフローを図 2に示します。入力

された破断面画像の破壊起点を座標で出力するこ

とができます。 

 

本特許に記載されている破壊起点の推定技術

は、特許第 7712648 号（Technical Sheet No. 25-

16）で権利化している機械学習用データセット生成

方法に基づいて、データセットの拡充を進めており、

現在も研究開発を継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 破断面画像と破壊起点座標を用いて破壊起 

点推定モデルの機械学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 学習済みの破壊起点推定モデルによる破壊 

起点の推定  

 

おわりに 

今回ご紹介の特許に関心をお持ちいただけまし

たら、下記のお問い合わせ先までお気軽にご連絡

ください。皆さまからのご連絡を心よりお待ち申し上

げております。 
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